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＝わたしたちの町　（6月1日現在）＝

　人　口　5,274人（前月比－16）
　　男　　2,510人（－7）
　　女　　2,764人（－9）
　世帯数　1,572世帯（＋1）
　面　積　100.40㎢

　
合
併
の
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、

住
民
の
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ

た
で
し
ょ
う
か
？

　
現
在
、
合
併
に
向
け
て
岸
本
町
職
員

と
事
務
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
同

じ
地
方
公
共
団
体
で
も
い
ろ
い
ろ
と
特

徴
が
あ
り
、
そ
の
地
域
に
あ
っ
た
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
感
じ

ま
し
た
。
合
併
後
、
新
町
が
ど
う
い
っ

た
町
に
な
っ
て
い
く
か
は
、
こ
れ
か
ら

住
民
と
行
政
が
深
く
意
見
交
換
し
て
い

く
こ
と
が
と
て
も
大
事
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
し
た
。
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市町村合併住民説明会

参議院議員通常選挙

まちのわだい

小学校大運動会

土砂災害

国民年金

じんけんの詩・溝口文芸
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日本小型自動車振興会補助事業

～日本・アメリカ・インドネシアの子どもたち
が富士山のふもとに集合！みんな一緒に楽し
いキャンプ、新しい友だちとワイドに遊ぼう～

【期　　間】

【場　　所】

【対象定員】

7月28日～8月1日〈4泊5日〉

山梨県山中湖村営山中湖キャンプ場

日本人小学４年生～中学３年生　200名

外国人　50名

【内　　容】

【申し込み締切】

参加費など、説明会期日はお問い合わせください。

富士山登山、ハイキング、野外炊飯

アンダースタースリーピングなど

　　７月５日（月）先着順受付

（このキャンプは障害を持った方も参加いただけます。まずはご相談
ください。）

お問い合わせ・資料請求先

文部科学省所管　（財）国際青少年研修協会
電話　03-3359-8421

e-Mail　info@kskk.or.jp

〒160-0004　東京都新宿区四谷2-11大村ビル三階

　裁判所では、平成16年度の裁判所事務官採用Ⅲ
種試験を次のとおり行います。
　なお、裁判所事務官は、各地の裁判所に勤務して、
裁判部では裁判所書記官の下で各種裁判判事務
に従事し、事務局では司法行政事務全般の事務に
従事します。

【受験資格】
昭和58年４月２日～昭和62年４月１日までに
生まれた者
【受付期間】
７月12日（月）～７月20日（火）まで
【第１次試験日】
９月11日（土）
【採用予定人員】
全国で約１２０人

問い合わせ先

〒680-0011　鳥取市東町2-223
鳥取地方裁判所事務局総務課人事第一係
（電話0857-22-2171，内線315）

天候不順のため延期された運動会。

6月１日にやっと開催することができ、

児童たちは元気よく

競技を行いました。
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溝
口
町
と
岸
本
町
は
、
平
成
十

七
年
一
月
の
合
併
を
目
指
し
て
協

議
を
進
め
て
い
ま
す
。
い
ま
ま
で

協
議
さ
れ
た
内
容
や
、
合
併
ま
ち

づ
く
り
計
画
に
つ
い
て
六
月
一
日

の
日
光
公
民
館
を
皮
切
り
に
町
内

三
ヶ
所
で
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
公
共
料
金
等
の

　
　
　
　
　
調
整
状
況

　
住
民
の
皆
さ
ん
に
特
に
関
わ
り

の
あ
る
国
民
健
康
保
険
税
や
介
護

保
険
料
な
ど
公
共
料
金
等
の
調
整

方
針
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で

す
。

・
国
民
健
康
保
険
税

　
国
民
健
康
保
険
税
の
医
療
分
の

負
担
額
は
当
面
現
行
ど
お
り
と
し
、

平
成
十
七
年
度
か
ら
一
元
化
す
る
。

平
成
十
七
年
度
か
ら
の
負
担
額
は
、

平
成
十
六
年
度
決
算
を
基
に
し
て

被
保
険
者
の
医
療
費
の
支
出
見
込

額
に
応
じ
て
定
め
る
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
の
介

護
分
の
負
担
額
も
当
面
現
行
ど
お

り
と
し
、
平
成
十
七
年
度
か
ら
一

元
化
す
る
。
平
成
十
七
年
度
か
ら

の
負
担
額
は
、
国
の
基
準
に
よ
り

示
さ
れ
る
額
と
す
る
。

・
介
護
保
険
料

　
当
面
現
行
ど
お
り
と
し
、
平
成

十
七
年
度
か
ら
一
元
化
す
る
。
平

成
十
七
年
度
か
ら
の
保
険
料
額
は
、

南
部
箕
蚊
屋
広
域
連
合
に
お
い
て

事
業
費
の
支
出
額
に
応
じ
て
定
め

ら
れ
る
保
険
料
の
額
と
す
る
。

・
町
民
税

　
均
等
割
、
所
得
割
と
も
に
現
行

ど
お
り
、
税
率
は
変
更
な
く
新
町

に
引
き
継
ぐ
。
ま
た
、
納
期
に
つ

い
て
は
六
月
、
八
月
、
十
一
月
、

一
月
と
す
る
。

・
固
定
資
産
税

　
現
行
ど
お
り
、
税
率
は
変
更
な

く
新
町
へ
引
き
継
ぐ
。
ま
た
納
期

に
つ
い
て
は
、
五
月
、
七
月
、
九

月
、
十
二
月
と
す
る
。

　
新
町
の
郡
所
属

　
日
野
郡
溝
口
町
と
西
伯
郡
岸
本

町
が
合
併
し
た
新
町
の
郡
所
属
は
、

県
知
事
が
県
議
会
の
議
決
を
経
て

決
定
さ
れ
る
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
県
知
事
は
地
元
住
民
の

意
向
を
反
映
す
る
形
で
決
定
し
た

い
と
発
言
さ
れ
て
い
ま
す
。
合
併

協
議
会
で
は
、
協
議
し
た
結
果
、

新
町
の
郡
所
属
を
西
伯
郡
と
さ
れ

る
よ
う
に
県
に
要
望
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　
溝
口
町
が
西
伯
郡
に
変
わ
る
こ

と
に
よ
る
住
民
の
皆
さ
ん
へ
の
影

響
と
し
て
は
、

・
住
居
表
示
が
変
わ
る
。

・
各
種
大
会
が
郡
単
位
で
行
わ
れ

て
い
る
た
め
所
属
が
変
わ
る
。

・
県
議
会
議
員
の
選
挙
区
が
変
わ

る
。

・
県
の
総
合
事
務
所
の
管
轄
が
変

わ
る
こ
と
に
よ
り
、
各
分
野
の

事
業
構
成
等
が
変
わ
る
。

・
郡
単
位
で
活
動
し
て
い
た
団
体

の
構
成
が
変
わ
る
。

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
の
流
れ

　
溝
口
町
と
岸
本
町
が
合
併
し
て

新
町
が
誕
生
す
る
ま
で
に
、
将
来

構
想
を
盛
り
込
ん
だ
合
併
ま
ち
づ

く
り
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
そ
れ

と
同
時
に
合
併
協
議
を
整
え
合
併

協
定
書
に
調
印
し
、
議
会
の
議
決

後
県
へ
合
併
申
請
書
を
提
出
し
ま

す
。

　
平
成
十
七
年
一
月
合
併
を
目
指

し
て
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
次

の
と
お
り
で
す
。

平
成
十
七
年
一
月
の
市
町
村
合
併
を
め
ざ
し
て

合併までのスケジュール

住民説明会の開催

合併まちづくり計画の策定

合併協定書案の提案

合併協定書案の協議・決定

合併協定書調印

両町議会で合併について議決

県に合併申請書を提出

県議会で合併について議決

県が合併を決定

県から国へ合併の届出

国が合併を告示

合併の効力が発生

合併協議会解散

　　新　町　誕　生

新町の町長選挙

新町の議会議員選挙

【16年】 6月
（合併協議会）
　まちづくり計画、協議状況を説明

（合併協議会）

（合併協議会）

（合併協議会）

（岸本町、溝口町）

（岸本町議会、溝口町議会）

（岸本町、溝口町の連名で提出）

（県議会、県）

（県）

（国）

7月

8月

9月

10月

12月

【17年】 1月

4月

合併後50日以内に新町の町長選挙を行う。
それまでは町長職務執行者が職務を代行。

旧町の議員は4月30日まで在任。
任期終了までに、新町の議会議員選挙を行う。
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「
期
日
前
投
票
制
度
」

　
選
挙
は
、
選
挙
期
日
（
投
票
日
）

に
お
い
て
投
票
す
る
こ
と
を
原
則

と
し
て
い
ま
す
が
、
期
日
前
投
票

制
度
は
、
選
挙
期
日
前
で
も
選
挙

期
日
と
同
じ
く
投
票
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
今
ま
で
は
、
不
在
者
投
票
と
い

う
形
で
、
記
入
し
た
投
票
用
紙
を

内
封
筒
・
外
封
筒
に
入
れ
、
外
封

筒
に
署
名
す
る
と
い
う
こ
と
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
制
度
に
よ

り
直
接
投
票
箱
に
入
れ
る
こ
と
が

で
き
、
投
票
が
し
や
す
く
な
り
ま

し
た
。

＊
対
象
と
な
る
方

　
不
在
者
投
票
の
う
ち
、
名
簿
登

録
地
の
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員

会
で
行
う
投
票
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

＊
投
票
期
間
及
び
場
所

　
投
票
日
の
公
示
日
ま
た
は
、
告

示
日
の
翌
日
か
ら
投
票
日
の
前
日

ま
で
の
期
間
で
す
。
午
前
八
時
三

十
分
か
ら
午
後
八
時
ま
で
の
間
、

期
日
前
投
票
所
（
溝
口
町
中
央
公

民
館
）
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

＊
投
票
対
象
者

　
今
ま
で
の
不
在
者
投
票
と
同
様
に
、

投
票
日
に
仕
事
、
冠
婚
葬
祭
、
旅

行
な
ど
の
予
定
に
よ
り
当
日
投
票

所
に
行
か
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
方

が
対
象
で
す
。

＊
不
在
者
投
票
と
の
関
係

　
不
在
者
投
票
は
、
次
の
場
合
を

除
い
て
期
日
前
投
票
に
移
行
し
ま
す
。

・
　
投
票
日
に
は
二
十
歳
を
迎
え

選
挙
権
を
有
す
る
こ
と
に
な

る
が
、
投
票
日
前
に
お
い
て

は
、
十
九
歳
で
あ
り
選
挙
権

を
有
し
な
い
者
に
つ
い
て
は
、

期
日
前
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
、
今
ま
で
通

り
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

・
　
名
簿
登
録
地
の
市
区
町
村
以

外
の
選
挙
管
理
委
員
会
や

病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
等
に

お
け
る
不
在
者
投
票
ま
た
は
、

郵
便
投
票
は
従
来
ど
お
り

不
在
者
投
票
に
な
り
ま
す
。

※
不
在
者
投
票
の
投
票
期
間
は
、

期
日
前
投
票
と
同
じ
く
投
票
日
の

公
示
日
ま
た
は
、
告
示
日
の
翌
日

か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
の
期
間

で
す
。

　
参
議
院
議
員
選
挙

　
七
月
十
一
日
に
予
定
さ
れ
て
い

る
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
、
選

挙
区
選
挙
と
比
例
代
表
選
挙
で
す
。

　
選
挙
区
選
挙
に
お
い
て
は
、
各

都
道
府
県
の
区
域
を
単
位
と
し
、

投
票
用
紙
に
候
補
者
名
を
記
載
し

ま
す
。

　
ま
た
、
比
例
代
表
選
挙
に
お
い

て
は
、
各
政
党
が
届
け
出
た
名
簿

か
ら
、
候
補
者
名
を
記
載
し
て
投

票
し
ま
す
が
、
候
補
者
名
に
代
え

て
政
党
名
を
記
載
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　
当
選
者
の
決
定
は
、
選
挙
区
選

挙
に
お
い
て
は
定
員
に
応
じ
て
得

票
数
の
多
い
順
に
当
選
者
が
決
定

さ
れ
ま
す
。

　
比
例
代
表
選
挙
は
、
各
政
党
の

総
得
票
数
に
基
づ
い
て
、
各
政
党

の
当
選
人
の
数
が
決
定
さ
れ
、
得

票
数
の
最
も
多
い
候
補
者
か
ら
順
に
、

当
選
人
の
数
ま
で
の
順
位
の
候
補

者
が
当
選
者
と
な
り
ま
す
。

　
過
去
の
投
票
率

　
溝
口
町
に
お
い
て
国
政
選
挙
で
は
、

平
成
十
五
年
十
一
月
行
わ
れ
た
衆

議
院
議
員
選
挙
が
七
九
・
八
％
、

平
成
十
三
年
四
月
に
行
わ
れ
た
参

議
院
議
員
通
常
選
挙
で
は
七
九
・

二
％
。
ま
た
、
地
方
選
挙
で
は
、

平
成
十
一
年
四
月
に
行
わ
れ
た
鳥

取
県
知
事
選
挙
が
八
十
・
一
％
で
す
。

　
国
政
選
挙
は
、
地
方
選
挙
に
比

べ
て
投
票
率
が
低
い
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

　
全
国
的
に
み
て
も
投
票
率
の
低

下
が
激
し
く
、
近
年
の
選
挙
に
お

い
て
は
六
十
％
前
後
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。

　
前
回
の
国
政
選
挙
で
は
、
「
当

日
に
用
事
が
あ
る
」
「
選
挙
に
興

味
が
な
い
」
と
い
っ
た
理
由
で
棄

権
す
る
人
が
多
く
、
選
挙
期
間
に

入
る
前
か
ら
棄
権
す
る
こ
と
を
決

め
て
い
る
人
が
多
い
こ
と
が
国
の

世
論
調
査
で
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
選
挙
に
い
き
ま
し
ょ
う

　
「
誰
に
投
票
し
て
も
同
じ
じ
ゃ

な
い
？
」
「
政
治
は
よ
く
わ
か
ら

ん
」
と
思
わ
れ
て
、
選
挙
を
拒
否

す
る
方
が
あ
り
ま
す
。
棄
権
す
る

の
も
権
利
で
す
が
、
今
回
の
選
挙

は
各
候
補
者
の
考
え
方
、
政
策
を

聞
い
て
投
票
し
て
み
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
？

　
な
か
な
か
自
分
の
考
え
方
と
同

じ
に
な
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

み
な
さ
ん
の
思
い
が
国
政
へ
届
く

よ
う
に
、
投
票
所
に
足
を
運
び
ま

し
ょ
う
。

投
票
を
行
う
場
所

期
日
前
投
票
と

不
在
者
投
票
の
関
係

名
簿
登
録
地
の

市
区
町
村
の

選
挙
管
理
委
員
会

名
簿
登
録
地
の

市
区
町
村
以
外
の

市
区
町
村
の

選
挙
管
理
委
員
会

病
院
、老
人
ホ
ー
ム

等
の
施
設

期
日
前
投
票

不
在
者
投
票

投票手続の大幅な簡素化�

従来の不在者投票

期日前投票

鳥
取
○
夫

記載場所にて
投票用紙への記載

鳥
取
○
夫

期日前投票所にて投票用紙への記載

選挙人本人が投票用紙を直接投票箱へ

投票用紙を
内封筒へ

外封筒へ入れ、
選挙人が署名

投票管理者が
投票箱へ

不在者投票管理者
へ提出し、外封筒に
立会人が署名

投票管理者が
受理を決定した
ものを開封

○○選挙
不在者投票
（外封筒）

投票者

○○選挙
不在者投票
（外封筒）

投票者

内
封
筒

溝
口
花
子

溝
口
花
子

総
務
一
郎

立
会
人

開票所

平成16年7月11日　予定

7月11日に予定されている参議院議員通常選挙。投票しや

すい環境を整えるため、平成15年12月1日に施行された「期

日前投票制度」を導入した選挙となります。
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　
五
月
十
八
日
、
二
部
小
学
校
の
五
・
六

年
生
が
、
小
学
校
裏
の
田
ん
ぼ
で
田
植
え

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
裸
足
に
な
っ
た
児
童
た
ち
は
「
冷
た
い
」

「
気
持
ち
悪
い
」
な
ど
と
声
を
上
げ
な
が

ら
田
ん
ぼ
の
中
に
入
り
、
一
列
に
並
ん
で

苗
を
踏
ま
な
い
よ
う
慎
重
に
植
え
て
い
き

ま
し
た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　皇室で行われる新嘗祭（にいなめさい）に献上

される献穀粟の播種式が５月２４日に中祖の瀬尾

雄一さんの畑で行われました。

　天候にも恵まれたこの日、式には瀬尾さん夫妻

をはじめ、町長など約４０人が参加しました。神

事の後、記念播種が行われ、参加者は丁寧に種を

まきました。粟は９月中旬に刈り取られ、１０月

下旬に宮中に献上される予定です。

　
六
月
四
日
、
溝
口
保
育
所
で
年
長
組
の
園
児
を
対

象
に
茶
道
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。
講
師
は
裏
千
家

の
田
村
先
生
。
子
供
た
ち
は
お
茶
の
作
法
、
お
菓
子

の
食
べ
方
を
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
園
児
は
や
や
緊
張
し
た
様
子
で
し
た
が
、

次
第
に
慣
れ
先
生
の
教
え
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
楽
し
ん
だ
だ
け
で
な
く
、
普
段
で
き

な
い
経
験
を
し
て
日
本
の
伝
統
を
学
ん
だ
一
日
で
し
た
。

　
五
月
二
十
七
日
、
第
二
十
五
回
目
と
な
る
町
民
交

流
ゴ
ル
フ
大
会
が
大
山
ア
ー
ク
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
日
開
催
と
い
う
こ
と
で
参
加
者
が
少
数
で
し
た
が
、

ゴ
ル
フ
を
通
し
て
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
優
　
勝
　
景
山
兵
一
さ
ん

　
　
準
優
勝
　
中
島
則
雄
さ
ん

　
　
第
三
位
　
橋
田
公
夫
さ
ん

　今回で３７回目となる町民球技大会バレーボー
ルの部が５月２３日に行われ、男子１０チーム、
女子６チームの参加がありました。
　選手の気迫あふれるプレーに、会場からは歓声
が上がり、白熱した試合を行いました。
結果は次のとおりです。
【男子の部】
１位　８組（大江・上野・大平原・金屋谷・岩立・
　　　　　　桝水高原・アイノピア）
２位　３組（船越・福吉・福島・三部）
３位　１組（畑池・福岡）
　　　５組（溝口四・溝口五・長山・貴住・妙見寺）
【女子の部】
１位　１組（畑池・福岡）
２位　８組（大江・上野・大平原・金屋谷・岩立・
　　　　　　桝水高原・アイノピア）
３位　２組（間地・二部・焼杉・福居）
　　　５組（溝口四・溝口五・長山・貴住・妙見寺）

　７月４日に開催される第４６回鳥取県西部消防

ポンプ操法大会にむけて、溝口町消防団第二分団

が練習を開始しました。

　前回は、惜しくも三位。今回は優勝を狙ってが

んばっています。

　この練習は、大会前日まで三部にある大山アー

クカントリークラブ駐車場で行われます。

▲慎重に植えていきます

▲粟の種を丁寧にまき秋の収穫を待ちます

▲好プレーに会場は大歓声!!

▲素早く、正確にできるように練習しています

▲

お
茶
を
こ
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
慎
重
に

▲

優
勝
し
た
景
山
兵
一
さ
ん
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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　６月１日、溝口小学校・二部小学校で大運動会が開催されました。雨天のため延期が続き平日
の開催となりましたが、多数の家族が見守る中、一生懸命演技を披露していました。

二部小学校スローガン

土砂災害に関する情報は
役場土木課（６２－０７１１）まで連絡してください。

◆がけに割れ目が見える

◆がけから水が湧き出ている

◆がけから小石がぱらぱらと落ちてくる

◆がけから木の根が切れる等の音がする

◆沢や井戸の水が濁る

◆地面にひび割れができる

◆斜面から水がふき出す

◆家や擁壁に亀裂が入る

◆家や擁壁、樹木や電柱が傾く

◆山鳴りがする

◆急に川の流れが濁り、流木が混ざっている

◆雨が降り続いているのに川の水位が下がる

◆腐った土の臭いがする

危険箇所図は最寄りの土木
事務所、市町村役場等で見
ることができます。日頃か
らどこが危険か、避
難場所はどこ
か、確認
しておき
ましょう。

避難する道に危険な場
所がないか、日頃から
調べておきましょう。

土砂災害の多くは雨が原
因で起こります。1時間に
20ミリ以上、または降り
始めから100ミリ以上に
なったら要注意！気象情
報などに気を配りましょう。

土砂災害は、主に雨などが引き金となって発生します。

梅雨時から秋の台風シーズンにかけて一年のうちで

も降雨量の多く、土砂災害が最も発生しやすい時期

です。危険箇所図（防犯マップ）は各戸配付してお

りますが、わからない方は役場で確認できます。

土砂災害から身を守るには、避難路、避難場所、気

象情報を確認しておくなどの『日頃の備え』を万全

にし、いざというときの『早めの避難』が大切です。
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��
��
��

yy
yy
yy
　
　
　
　
　
　
　
　
溝
口
町
川
柳
同
好
会
（
順
不
同
）

喜
び
は
米
寿
を
祝
う
母
の
笑
み
　
　
　
酒
井
千
代
美

喜
び
を
知
る
親
切
へ
再
起
し
た
　
　
　
小
西
　
鈴
枝

欣
喜
雀
躍
走
者
一
掃
ホ
ー
ム
ラ
ン
　
　
毎
田
　
信
翁

喜
ぶ
顔
見
た
い
ば
か
り
に
ね
じ
緩
め
　
住
田
公
美
枝

喜
び
を
素
直
に
受
け
て
老
い
を
生
き
　
奥
田
　
豊
枝

人
様
の
喜
ぶ
こ
と
を
す
る
勇
気
　
　
　
橋
谷
　
静
江

土
壇
場
へ
フ
ア
ン
歓
喜
の
ホ
ー
ム
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
飼
　
和
代

合
格
に
弾
ん
だ
声
の
電
話
口
　
　
　
　
山
本
　
正
光

喜
び
が
キ
ラ
リ
と
光
る
金
メ
ダ
ル
　
　
藤
山
　
弘
子

ま
め
ま
め
の
皆
勤
賞
に
背
腰
伸
ぶ
　
　
白
川
　
久
子

鶴
を
折
り
喜
び
合
う
日
信
じ
た
い
　
　
小
西
　
雄
々

　
　
　
　
　
　
　
溝
口
町
俳
句
同
好
会
（
順
不
同
）

文
も
な
く
名
前
も
書
か
ず
粽
く
れ
　
　
下
村
　
道
也

鯉
の
ぼ
り
都
に
遠
き
山
に
し
て
　
　
　
足
羽
喜
代
子

曇
天
に
安
ら
ぎ
の
あ
り
柚
子
の
花
　
　
光
木
　
正
之

川
　
　
柳

俳
　
　
句

ち
ま
き�

（これは、溝口町国民健康保険に関するデータです。）

被保険者数

一般被保険者

退職被保険者

老人医療受給者

818人

362人

880人

6人減

12人増

2人減

増　減

★３月末被保険者の状況

★３月分の一人当たり診療費

世帯数　995世帯
被保険者数　2,060人

一般被保険者

退職被保険者

老人医療受給者

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000（円）

退職被保険者
18％

一般被保険者
39％

老人医療受給者
43％

6月分の求人情報は、つぎのとおりです。

8:30～17:00
10:00～19:00
16:30～ 9:00

求人事業所名 所　在　地 職　種 年齢 賃　金 就業時間

ここに掲載された求人情報の問い合わせは次のとおりです。
米子公共職業安定所根雨出張所　　　　住　所　日野町根雨349-1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　電　話　0859-72-0065
※掲載された時点で、既に求人が取り消しとなっている場合があり
　ますので、ご了承ください。

30,522
溝口町溝口

162-4

730

860
〜

128,480

168,960
〜

溝口町溝口

5-9

片平自動車

工　業（有）

18

50
〜

22

50
〜

18

60
〜

46,982

147,000

197,000
〜

190,000

300,000
〜

自動車整備士

正看護師

溝口町溝口

162-4
調理助手（有）山久ハンズ

調理助手（有）山久ハンズ

215,000

1,500（時給）

不
問

溝口町長山

152-1

言語聴覚士

（ST）
医療法人　萌生会

不
問

溝口町長山

152-1
医療法人　萌生会

薬剤師
不
問

溝口町長山

152-1
医療法人　萌生会

20,901

　8:30～17:30

9:00～18:00

9:00～13:00

10:00～14:00

10:00～19:30

12:00～19:30

（時給）

全　額　免　除　承　認 半　額　免　除　承　認 未　　　納

老齢基礎年金を受ける

ための資格期間には

老齢基礎年金額の計算

には

障害基礎年金や遺族基

礎年金を受けるときは

後から保険料を納めた

いときは

受給資格期間に入りま

す

納めた場合の3分の1と

して計算されます

保険料を納めたときと

同じ扱いです

10年以内なら納めるこ

とができます

受給資格期間に

入りません

年金額に反映し

ません

年金を受けられ
ない場合もあり
ます

2年を過ぎると
納めることがで
きません

保険料の半額を納めると受給資格期

間に入ります

保険料の半額を納めると全額納めた

場合の3分の2として計算されます

保険料の半額を納めると全額納めた

ときと同じ扱いです

10年以内なら納めることができます
（半額が納めてある場合、免除を受けた
残りの半額）

●前年所得が一定以下で、次のような人

　・収入がなく保険料を納められない人

　・保険料を全額納められない人

●手続きに必要なもの

❶年金手帳

❷印かん（本人が署名する場合は不要）

❸1月以降に転入された人は、前年の所得を証明するも

　の

❹失業された人の場合は、

・雇用保険の「雇用保険受給資格者証」または「離職票」

　等の写し。

・離職者支援資金の貸付を受けた場合は、「貸付決定

　通知書」の写し。

●免除の判定基準

　免除は、加入者本人、加入者の配偶者、世帯主の

いずれもが、前年所得などの定められた基準に該当

することが要件となります。

●免除基準による世帯類型別のライン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　所得ベース・概算

全 額 免 除 半 額 免 除
標準4人世帯

（夫婦・子2人/子の1人
は16歳以上23歳未満）

2人世帯
（夫婦のみ）

94万円程度
（159万円程度）

164万円程度
（260万円程度）

35万円程度
（100万円程度）

172万円程度
（271万円程度）

285万円程度
（424万円程度）

85万円程度
（150万円程度）単身世帯

（　）内は収入ベース

人
権
読
本「
人
権
の
詩
II
」よ
り

ひ
ら
く

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
坂
　
村
　
真
　
民

花
ひ
ら
く

運
ひ
ら
く

道
ひ
ら
く

目
ひ
ら
く

心
ひ
ら
く

す
べ
て

開
く
こ
と
が

大
事
だ

大
道
は
無
門

閉
ざ
し
て
は
な
ら
ぬ


